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お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

機器紹介

「表面処理を行った材料の元素の深さ情報を知りたい」、「多層膜構成材料の熱処理による元素の拡散分布を測定した
い」など様々な材料の深さ情報を短時間で評価できるグロー放電発光分析装置 (GD-OES)を導入しました。新製品
開発や品質管理にお役立ていただくようご紹介いたします。

グロー放電発光分析装置のご紹介

グロー放電発光分析装置(Glow Discharge Optical Emission Spectroscopy：GD-OES)は、グロー放電領域のカソードスパッタ
リングを用いて、導電性・非導電性膜をスパッタリングし、スパッタされた原子のArプラズマ内における発光線（元素固有）を分光測定
することにより、薄膜の深さ方向の元素分布を測定することができます。
【特長】
■ 数nmレベルの深さ方向分解能で多層膜分析が可能。
■ 数十μm厚みの膜でも高速でスパッタ・測定が可能。
■ 標準試料を用いることで、半定量測定が可能。
■ 非導電性材料（酸化膜・ガラス・セラミックス等）の深さ方向測定も可能。
■特別な前処理が不要で操作が簡単。

【装置仕様】
メーカー名・型式：堀場製作所、GD-Profiler2
分光器：ポリクロメーター（31元素）
 HO Cl Sn Cu Ag C Ni Co N P S Ti Fe Mo Ca Al 
 Ar V Cr W Pb In Zn Au B Mg Si Na Li K
 モノクロメーター（1波長）
アノード径：4mmφ（標準）、2mmφ、7mmφ
試料形状：平板（最小：10mm角・径、最大150mm角・径）
深さ方向分解能：数nm～（試料形状による）
感度（検出下限）：数10ppm～（元素・試料による）

主な特長と仕様

活用事例

●機器貸付　１時間　7，500円
●依頼試験　１測定 表面分析／3，800円
 深さ分析／7，500円　　
                             （半定量を行う場合は、別途リファレンス試料が必要となります）

使用料（基本額）

※機器貸付、依頼試験方法等詳細は、ホームページをご覧ください。
　https://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/p_gijutsushien/

【めっき鋼板の元素分布】
膜中及び界面部分の含有元素の深さ方向分析が可能で、半
定量換算により、エッチング深さ・濃度分布を観察可能です。

【銅板の高速エッチング】 60秒エッチングした銅板の
エッチング跡

60秒で12μmの高速
エッチングが可能です。

元素分析結果 元素分析結果 表面の粗さ測定結果

平成２8年度 京都府中小企業技術センターの重点計画

　府内の中小企業は、市場のグローバル化や取引関係の多様化、また急速な技術革新への対応等大変厳しい経営環
境に置かれており、センターにおいては技術相談、依頼試験、機器貸付等の技術支援、人材育成、研究開発、情報発信
を柱に様々な技術的支援を行っているところです。センターでは、企業の成長段階に応じた支援を行い、府内企業の
育成と振興を図るとともに、「頼りになる中技セン」として京都府産業を支える中小企業の皆様の技術力向上を支援す
るため、様々な取組を行います。

平成２８年度 京都府中小企業技術センターの重点計画平成２８年度 京都府中小企業技術センターの重点計画

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

事業計画の概要

※研究会等のスケジュールについては本紙15頁に掲載しています

Ⅰ 企業連携によるイノベーションの推進
イノベーション創出を目指し企業連携により研究開発を行っている企業グループ等の技術開発や新事業展開のチャレンジを支援
します。技術相談や機器貸付、依頼試験等の技術的支援や、補助金制度の活用等資金面の支援を行い、更なる推進に寄与します。
とりわけ技術的支援を強化するため、平成28年度は車載電装品などに対応したEMC評価試験機器の導入を予定しております。

Ⅱ 技術課題フォローアップの推進
現地・現場での中小企業への技術支援を強化します。特に、お客様の技術課題に対して満足いただける解決を図るため、技術相
談、依頼試験等を実施してから一定期間後に、企業訪問等によりフォローアップするなど、事後の追跡調査、状況把握を行い、そ
の成果の確認、チェックにより、更に一歩踏み込んだ課題解決支援を行います。

Ⅲ 府内製造業を俯瞰する業界調査等の実施
業界団体や企業が抱える技術的課題や取り巻く経済環境など府内製造業の現状について調査・分析等を行い、よりきめ細やか
な企業支援につなげるとともに、将来的に「製造業版産業の展望」の編纂を目指します。

Ⅳ 地域団体等との連携等による新規顧客（企業）の開拓の推進
各地域業界団体等との連携のほか、当センターがどのような企業でも気軽に相談出来る産業支援機関であることを周知するた
め、ホームページ等でPR活動を活性化させ新規顧客（企業）の開拓を推進します。

（１）技術相談（一般技術相談、現地技術相談、地域技術相談会など）
（２）依頼試験や機器貸付

企業の技術基盤の強化支援１
（１）新分野進出支援事業や新分野進出試作プロジェクト支援事

業などによる北部地域のものづくり産業振興
（２）けいはんな地域における大学、研究機関、企業との連携推進

地域産業の活性化5

（１）溶接技術指導、表面処理技術支援事業、試作技術開発プロ
ジェクト支援

（２）環境創造型企業支援事業、電磁環境両立性（ＥＭＣ）国際規
制対応支援事業

（３）デザインワーク展示事業、デジタル映像コンテンツ活用促
進事業

産業技術の振興6（１）研究会、セミナー・講習会の開催 ※
（２）京都府モデル工場会・センター協力会の活動支援

未来を担う人材の育成支援2

（１）職員の調査研究、企業等との共同研究、企業からの受託研
究、外部機関への委託研究など

（２）伴走型支援としてのものづくり技術応援事業、企業連携技
術開発

中小企業のニーズに呼応した研究開発の推進3

（１）府内製造業の現状分析事業
（2）各情報発信媒体、施設公開・研究発表会の開催
（３）技術支援結果の積極的活用促進

中小企業に役立つ情報を迅速に発信4

ふ かん


